
第 1回委員会水位管理 WG（2002.6.26 開催）結果報告 2002.7.1 庶務発信 

開催日時：2002 年 6 月 26 日（水） 15：00～18：00 

場  所：三菱総合研究所 関西研究センター 会議室  

出席委員数：3名   出席河川管理者数：4名  

１ 検討内容および決定事項 

①当面の検討内容 

琵琶湖やダムの水位操作が下流の河川に与える影響（治水面、利水面、環境面）を中心に、操作

シミュレーションを実施し、問題点を整理した上で、委員会に提出する。 

 

②フリーディスカッション 

西野委員、江頭委員より専門的な立場で琵琶湖の水位操作に関連する諸問題（主に治水面、利水

面）について話題の提供が行われ、河川管理者も含めメンバー全員でフリーディスカッションが

行われた。 

＜主な話題＞  

・ 自然のままの流況とは何か？ 

・ 現在の水位操作の問題点（湖岸侵食問題、魚の産卵行動とヨシ刈りの影響、土砂の問題、湖

岸の細粒化、瀬田川の流下能力の拡大） 

 

③委員および河川管理者の作業 

○ 西野委員：琵琶湖の水位操作が、生態系(魚の産卵行動、湖岸侵食等)に与える影響等の諸

問題をまとめる。 

○ 河川管理者：1964 年の日雨量に関するデータを西野委員に提出する。 

○ 江頭委員：ダムによる流況調整が下流の河川に与える一般的な影響(流砂の問題等)をまと

める。 

○ 河川管理者：以下の 3 つの前提のもと、琵琶湖の水位調節を行わず自然のままに水を放流

した場合のシミュレーションデータ(治水、利水等に与える影響)を提出する。 

  1.洗堰がない時代の瀬田川 2．琵琶総合開発以前の瀬田川  3.現在の瀬田川 

 

④次回以降のスケジュール 

○ 7/12（金）16:00～で調整する。場所は、京都または大津周辺で行う（非公開）。※後日メンバ

ーの都合により日程は再調整する事となった。 

＜予定している内容＞ 

・各委員、河川管理者が持ち寄ったデータを元に、影響や問題点を整理。また、生態系に配慮

した水位操作の在り方について考える。 

    なお、本日欠席したメンバー（委員）には庶務より連絡を行い、出欠の是非を伺う。 

※このお知らせは委員の皆様に主な決定事項などの会議の結果を迅速にお知らせするため、庶務か

ら発信させて頂くものです。 


